






要約:川崎病の既往がないが剖検にて冠状動脈瘤の形成をみた 3 症例について冠状動脈の

病理組織学的所見を中心に報告した。これら 3例の冠状動脈変化は、いずれも陳旧期川崎

病剖検例のそれと極めて類似しており、少なくとも冠状動脈病変のみで川崎病と鑑別する

ことは不可能と思われた。しかし、川崎病の診断は臨床症状を充分に考慮した上でなされ

るべきもので、これら 症例とは一線を画す必要があり,今後症例を重ね、川崎病類似疾患

と川崎病との関連を明確にして行く必要があると思われた。


